
大分工業高等専門学校 足踏みミシンボランティア活動

 

 

 

◆ 活動の目的と概要 

大分高専では大分県内外の家庭等から寄贈された古く壊れた足踏みミシンを分解・修

理し，そのミシンを東南アジア諸国の貧困層などに贈呈することにより現地の人々の生

活および就労支援を図ることを目的とした学生参加型の国際ボランティア活動を行っ

ています。 

活動は平成15年に大分青少年団体連絡協議会（現 大分県青少年国際交流機構）から

「貧困層の子供達に縫製技術を身に付けさせる自立支援活動」への参加の依頼が契機と

なり、「足踏みミシンボランティア」の活動はスタートしました。これまでにタイ王国、

インドネシア共和国、マレーシア、フィリピン共和国の村や学校、地域自立支援センタ

ーなどへ100台を超える足踏みミシンを贈呈しました。 

2007 年から 2009 年の３年間は文部科学省の大学改革プログラム（現代ＧＰ）、2010

年から 2011 年の２年間は、財団法人自治体国際化協会（CLAIR）の自治体国際協力促進

事業（モデル事業）に採択されたことから、修理した足踏みミシンを東南アジア諸国に贈

呈するだけではなく、ミシンボランティア部の学生と教職員が現地へ渡航して、現地の故

障した足踏みミシンの修理および現地の人に対して修理技術の指導などを行いました。

2007 年はタイ王国、2008 年はインドネシア共和国、2009 年と平成 2010 年度ではマレーシ

ア、また 2011 年はフィリピン共和国においてミシンボランティア活動を実施しました。 

2003年から2011年年までの９年間に亘る活動の実績として、参加した学生の延べ人数は

128名、本校から現地へ贈呈した足踏みミシンは145台、現地では壊れた足踏みミシン27台

を修理しました。 

今後も本校の教育理念である「人間性に溢れ国際感覚を備えた技術者の育成」に基づ

いたミシンボランティア活動に取り組んでいきます。 

 

国内活動 

 ○寄贈していただいた足踏みミシンの修理 

○足踏みミシンのメンテナンスと管理 

国外活動 

○足踏みミシン輸送先のニーズ調査と輸送 

○現地での足踏みミシン修理技術の指導（平成 19 年度より実施）と国際交流 

 

 

 



 

足踏みミシン修理及び贈呈台数等 

 

足踏みミシン修理台数 
年度 

ボランティア 

参加学生数 学内 現地 

日本から現地への 

足踏みミシン贈呈台数 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

１１名 

５名 

１７名 

１２名 

１１名 

１７名 

１７名 

１７名 

２１名 

１７名 

１８台 

１０台 

２５台 

４０台 

３４台 

２４台 

２０台 

１５台 

４０台 

 

 

 

 

１０台（タイ王国） 

９台（インドネシア）

 ４台（マレーシア） 

 ４台（マレーシア） 

 ０台（フィリピン） 

１８台（タイ王国） 

 ０台（輸送困難のため）

２台（タイ王国） 

０台（輸送困難のため）

３０台（タイ王国） 

２０台（インドネシア） 

２０台（マレーシア） 

１５台（マレーシア） 

４０台（フィリピン） 

※ボランティア学生の現地での修理活動は、平成 19 年度から実施 

 

◆現地での活動の様子 

○平成 19年 タイ王国
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○平成 20年 インドネシア共和国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成 21年，平成 22年 マレーシア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○平成 23年 フィリピン共和国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆足踏みミシン修理マニュアル 

 

海外でのミシンの修理およびメンテナンスの技術指導においては、現地の方々が十分

に修理技術を習得することができるように渡航先の言語に翻訳した修理マニュアルを

用いて技術指導を実施しています。また、技術指導後、現地の方々だけでミシンの修理

が出来るように足踏みミシンと併せて同マニュアルを贈呈しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マレー語インドネシア語 英 語

英語に翻訳した修理マニュアルの一部



◆活動報告と報道 

 現地での活動後の帰国前には、現地の JICA 事務所を訪問し活動報告を行っています。 

また、学内外の教育研究集会等での活動発表により他高専、外部評価委員、本校の産学

交流会である大分高専テクノフォーラムの会員等、大分市内で開催された「おおいた国

際協力啓発月間（主催；大分市、JICA 九州）」においても高い評価を得ています。 

平成 21 年には財団法人国際ソロプチミスト大分－府内支部および日本財団本部から

社会ボランティア賞を受け、新聞、テレビ、ラジオ等の報道により、同活動に対する大

分県民の認知度が向上し、多くの足踏みミシンの提供を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JICA マレーシア事務所での活動報告JICA インドネシア事務所での活動報告

おおいた国際協力啓発月間 in2011 

JICA フィリピン事務所での活動報告 学内での報告会 

NHK の取材 



◆大分県フィリピン友好協会からの感謝状 

平成 23年度にフィリピン共和国の５箇所の地域自立支援センターへ贈呈した足踏み
ミシンは、同センターの職員および貧困地域の住民等に大いに活用されています。貧困

のために教育を受けられなかった多くの子供や孤児達が同ミシンを用いた縫製品の販

売収入により教育や生活支援を受けられるようになったこと、またミシンの縫製技術修

得により就労の機会を得た人達など、フィリピン共和国で実施した足踏みミシンボラン

ティア活動は貧困層の人々の生活向上および就労支援に大きく貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆受賞・発表 

○受賞 

・平成 17（2005）年 8月 27 日 日本高専学会 学生奨励賞（宮川敬太郎） 

・平成 21（2009）年 5月 21 日 財団法人国際ソロプチミスト大分－府内 青少年の部 

社会ボランティア賞 

・平成 21（2009）年 11月 17 日 財団法人ソロプチミスト日本財団 青少年の部 社

会ボランティア賞 

・平成 22（2010）年 3月 3日 土木学会（土木学会教育企画・人材育成委員会 高等

専門教育小委員会） 土木教育賞 国際貢献（三浦 望） 

 

○発表 

・平成 18（2006）年 12月 5 日 大分高専テクノフォーラムで発表 

・平成 21（2009）年 3月 7日 大分高専現代ＧＰフォーラムで発表（中間報告） 

・平成 22（2010）年 1月 12 日 大分高専現代ＧＰフォーラムで発表（最終報告） 

・平成 22（2010）年 10月 2 日 大分市・ＪＩＣＡ九州主催の「おおいた国際協力啓発

月間 in 2010」において活動内容を発表 

・平成 23（2011）年 10月 22 日 大分市・ＪＩＣＡ九州主催の「おおいた国際協力啓

発月間 in 2011」において活動内容を発表 

・平成 23（2011）年 12月 3 日 第１５回大分高専テクノフォーラムで発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年 財団法人ソロプチミスト日本財団  

青少年の部 社会ボランティア賞 



◆『ご家庭等で使われなくなった足踏みミシンの寄贈のお願い』 

東南アジア諸国において貧困層が居住する地域の家庭には、教育を受けることができ

ない子供、十分な食事を摂れない子供等が少なくありません。また、そのような地域は

社会インフラの整備が不十分なために電気が供給されていない地域、電気が供給されて

いても貧困のために電気を買うことができない人々が多く居住しています。そのような

人々の生活支援および経済的自立支援の一つとして電気を使用しない足踏みミシンの

活用は有効だと思います。 

ご家庭等で使われなくなった、壊れた足踏みミシンがございましたら、ご寄贈をお願

いいたします。ご寄贈いただいた足踏みミシンは本校のミシンボランティア部の学生が

修理した後、それらを東南アジア諸国の貧困層へ贈呈することにより彼らの経済的自立

支援に役立てます。これまでに足踏みミシンを贈呈した学校、地域からはお礼の返事と

ともに更なるミシンの贈呈要請が届いています。 

ご寄贈をしていただける方は、お手数をお掛けいたしますが、下記窓口までご連絡下

さい。 

 

■大分高専足踏みミシンボランティア 担当窓口 

電 話； ０９７-５５２-６３６５（平日８時３０分～１７時００分） 

メール； gshien@oita-ct.ac.jp 

窓 口； 大分工業高等専門学校 学生課 学生支援係 

  

 

◆『足踏みミシン輸送に伴う経済的ご支援を』 

平成 19 年度から平成 21年度は文部科学省教育改革プログラム「現代的教育ニーズ取

組支援プログラム」（現代ＧＰ）、平成 22年度から平成 23年度は財団法人自治体国際化

協会（CLAIR）「自治体国際協力促進事業（モデル事業）の採択に伴う財政支援により東

南アジア諸国に 125 台の足踏みミシンを贈呈することができました。 

平成 24 年度の足踏みミシンの輸送については、学外からの財政的支援等がないこと

から、本来、教育や学生活動に使うべき学内予算からの支出を予定しています。しかし、

その予算も逼迫しており、今後の東南アジア諸国への足踏みミシン輸送に伴う費用の確

保は課題であります。学内の教職員および学生からの募金だけでは不足しますので、こ

の費用の確保のために皆さま方にご寄付のご協力をお願いする次第です。本趣旨にご理

解いただき、何分のご配慮を賜れば幸いに存じます。 

本趣旨にご賛同いただけます場合には、大変お手数お掛け致しますが、以下の寄付金

申込書をダウンロードしていただき下記担当窓口までお送り下さい。 

 

【寄附金申込書 doc.  】 【寄付金申込書（記入例）doc. 】 

 



■寄付金受入 担当窓口 

お電話； ０９７-５５２-６４５０（平日８時３０分～１７時００分） 

メール； kikaku@oita-ct.ac.jp 

窓 口； 大分工業高等専門学校 総務課 企画係 

 

 

 

 

お問合せ先 
 

○ 足踏みミシンボランティア活動について 

■大分高専足踏みミシンボランティア 担当窓口 

電話 ０９７-５５２-６３６５（平日８時３０分～１７時００分） 

メール gshien@oita-ct.ac.jp 

窓 口（事務） 大分工業高等専門学校 学生課 学生支援係 

 

■大分高専足踏みミシンボランティア 活動担当者 

 技術部 設計創造室長 岩本 光弘 

電話 ０９７－５５２－６３９１（平日８時３０分～１７時００分） 

メール iwamoto@oita-ct.ac.jp 

 

○ 足踏みミシンの寄贈について 

■大分高専足踏みミシンボランティア 担当窓口 

電話 ０９７-５５２-６３６５（平日８時３０分～１７時００分） 

メール gshien@oita-ct.ac.jp 

窓 口 大分工業高等専門学校 学生課 学生支援係 

 

 

○ 活動資金等のご寄付について 

■寄付金受入 担当窓口 

電話 ０９７-５５２-６４５０（平日８時３０分～１７時００分） 

メール kikaku@oita-ct.ac.jp 

窓 口 大分工業高等専門学校 総務課 企画係 


